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 秋の気配も深まり、いずみ野中のメイン行事が生徒の企画を中心に実施されています。 

 生徒たちには、集団でしか味わえない思いを大切にしてほしいと願っています。 

 
【部活動新人戦の結果】 
 
  
 
 
【体育祭 9/22（金） 本校校庭】 
 ９月２２日（金）に、雨天を心配しながらも、やりたいという生徒の気持ちを大切にし

て体育祭を行いました。終わってみると最高のコンディションの中で生徒全員が楽しそう

なパフォーマンスを発揮していました。学校運営協議会の方々にも参観していただき、一

生懸命取り組んでいる生徒の姿をほめていただきました。 
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祝  野球部 夏季市大会 ３位 



【学校保健委員会 9/8（金） 地域防災について知ろうⅡ】 
          学校保健委員会に４名の地域防災の 

スペシャリストの方にご指導いただ 

き災害時の実体験を行いました。 

また保護者 5 名のご参加にも感謝 

です。 

 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 いずみ野中のボランティア活動が全国で認められ、ボランティア・スピリット・アワー

ドのコミュニティ賞を受賞しました。生徒の地域貢献と受け入れてくれた地域のご協力に

感謝します。みなさん、地域に役に立つ生徒であってください！期待しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
【秋のボランティア活動の紹介 ９・１０月】 
 
＜親と子のコンサートボラ 9/24（日） 泉公会堂  10 名〉 
 新橋地区のジュニアボランティア 

主催の親と子のコンサートで、受付 

や会場案内のお手伝いをしました。 

地域の方々に優しく接していただき、 

また素敵な音楽に触れることもでき 

笑顔で対応できました。 

今回の学校保健委員会では、災害時

に必要となるトイレや寝床の準備を

手伝い、体験をしました。トイレの準

備では、高い所での作業が多く、寝床

の準備では空気を入れるのが大変で

した。今回学んだ事を災害の時に生か

せるようにしたいです。 （3 年清水） 

中学生のボランティア活動について思うこと 

生徒たちは・・・ 

〇地域の人から「ありがとう。助かった。」と言われることが一番のやりがいだと感じている。 

〇ボランティアはやらされるのではなく、自主的にやりたいと思っている。 

〇人として貢献できる自分でありたいと思っている。 

〇中学生は、少し大人の仲間入りをしたいと思っている。 

※持続可能なボランティア活動となるために、皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。 

祝  ボランティア スピリット アワード 
コミュニティ賞 受賞 



＜北部連合大運動会ボラ 10/8（日） 本校校庭  50 名＞ 
 １０月８日（日）に本部連合大運動会が本校校庭で開催されました。開会式での吹奏楽

部の演奏と誘導係を担当した生徒たちが地域の大イベントで熱心に貢献していました。お

疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜いずみ野文化祭ボラ 10/21（土） いずみ野駅前  28 名＞ 
いずみ野駅前で行われた 

いずみ野文化祭で吹奏楽部 

が演奏しました。３年仮引 

退後初めての、1・２年生 

のみの初舞台でした。しかし、む 

見事な演奏を披露することが 

でき大きな拍手をいただき 

ました。 

＜弥生台秋祭りボラ 10/21（土） 弥生台南公園  2 名＞ 
 弥生台秋祭りのボランティアに 

ボランティア常連の２名の生徒が 

参加し、こども対象の輪投げの 

お手伝いを行いました。持ち前の 

サービス精神で楽しそうに活動し 

ていました。 

 

＜新橋連合運動会ボラ 10/22（日）新橋小校庭  7 名＞ 
新橋連合運動会が秋晴れの中、新橋小で開催され、７名のボランティアが放送係・キッ

ズ賞品係・用具係に分かれて大活躍でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【夏のボランティア参加生徒の感想】 
夏のボランティア参加生徒たちとランチミーティングを行い、感想を聞いたので代表的

なものをご紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《感想Ⅰ》 

〇竹灯籠  

・竹灯籠を作製してみて、最初はドリルを使って竹に穴を開けるのが難しかったけど、地域の方々

が優しく教えてくれたおかげで良い作品ができたし、参加者の人ともたくさん関われたので良

いい経験になりました。                                        （３年黒木・大西） 

〇紙芝居読み聞かせ  

・練習ではみんなで役を決めたところから始まり自分の役のセリフをしっかり練習しました。み

んな真面目に取り組んで本番を絶対に成功させようと努力しました。本番には予定が合わずに読

み聞かせに行くことができない人もいたけれど、残った人が来れなかった人の分まで頑張り、本

番は成功しました。練習の成果が実りやって良かったと思います。        （２年増田） 

・準備では、小さい子供に読み聞かせをすることを考えてゆっくり大きな声で読むことを意識し

たり、イメージがわかりやすいように、雰囲気を工夫したりして練習をしました。読み聞かせ当

日は、練習の成果を活かすことができ、さらに小さな子たちが真剣に聞いてくれてうれしかった

です。                                  （３年酒井） 

〇 新橋連合祭り 

・私は自身の母校である新橋小学校の夏祭りでボランティアをしました。手伝いは屋台の商品の

パック詰めや商品の手渡しなどをしました。最初はあまり楽しくないと思っていました。でも、 

実際にやってみると、地域の人たちと笑いながら楽しく手伝えました。私はこのボランティアに

やりがいを感じることができました。みなさんにもこの経験を味わってみてほしいです。 

（1 年佐藤） 

・初めてお祭りのスタッフをやり、お客さんがたくさん来てだんだん追いつかなくなりとても大

変でした。お店の人と協力、コミュニケーションをとって頑張れました。ボランティア終了後

「お手伝いありがとう！」と言われ、もらった焼き鳥は格別に美味しかったです。 

（２年永井・塚本） 

〇吹奏楽部 

・私は吹奏楽部のボランティアとして、地域のために演奏したことが、本当に楽しかったし、演

奏することができてうれしかったです。地域の方々からあたたかい声をかけてもらうこともあっ

て、毎回頑張れました！本番まで練習を何度も何度も行うことは、とても大変だったりむずかし

かったけど、応援の言葉で最後まで頑張れました。今後も地域を盛り上げられる吹奏楽部であり

たいと思います。                         （吹奏楽部３年高橋） 

〇区サマースクール 

・今回、ボランティア活動に参加して仕事を行い続けた結果、保育士でも「楽しい仕事もあれば 

大変な仕事もある」と気づきました。でも、保育のお子さんたちとふれ合ったり、協力し合った

ので楽しかったです。                           （1 年石川） 


